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研究要旨 
 AADC欠損症に対する遺伝子治療の実施に向けて定位的脳手術法の開発を行った。 
 定位的脳手術装置用の治具および刺入針先端位置確認用インジケーターを設計、製
作しその精度を検証した。 

 
 
Ａ．研究目的 
   AADC欠損症に対する遺伝子治療の実施に向け
て高精度定位的脳手術法（遺伝子導入法）を確立
する。 
 
Ｂ．研究方法 
   定位的脳手術装置用の治具および刺入針先端
位置確認用インジケーターを設計、製作しその精
度を検証する。 
 
（倫理面への配慮） 
   自治医科大学倫理委員会において承認された
研究計画に則って実施した。 
 
Ｃ．研究結果 
  定位的脳手術用治具および刺入針先端位置確
認用インジケータを他疾患に対する実際の定位脳
手術に適用したところ有意に精度の向上に寄与す
ることを確認できた。 
 

Ｄ．考察 
 定位的脳手術で使用する遺伝子注入用カニュー
レは直径が小さく脳深部への刺入時に容易に撓み
遺伝子導入部位の精度低下の原因になることが予
測される。今回、刺入針の先端位置をX線透過装置
で確認するための専用インジケーターを製作し、
先端位置な確実な可視化に成功した。さらに実際
の定位脳手術において使用し精度の向上に有用で
あることが確認できた。これは小径カニューレを
使用する本研究の遂行において大変重要な獲得技
術要素であると考える。 
 
Ｅ．結論 
 遺伝子治療の実施に必要な高精度定位的脳手術
フレーム用治具および刺入針先端位置確認用イン
ジケーターの設計と製作を終えた。 
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